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３(１)評価項目と評価の視点
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LINE本文ページ

評価項目と評価の視点（整理の考え方）
 第2回検討委員会における議論の結果等を評価項目と評価の視点に反映

評価の視点として新たに考慮すべきポイント

将来の変化への対応力、可変性

• 耐用年数と必要コストを考えるだけでなく、投資すべきタイミングはいつか

未来志向

• 未来の若者たち、子供たちのことを考えた計画とする（負の遺産としない）

市民の愛着や清水の歴史・文化を大切に

• 清水に住んでいる人でないとわからない思いを反映する

• 清水ならではを取り入れながら、地域に新しい人材を呼び込む

新しいチャレンジ

• 静岡市職員の新しい働き方を清水庁舎からはじめる

• コンシェルジュ機能を核とした市民サービスの構築

空間の有効利用

• 公的施設と民間施設の融合

• みんなが使えるスペースの創出

公民連携まちづくり

• 様々な分野の取り組みを一つに集めて発信する

• 清水庁舎を拠点として関係する施設、団体が連携して取り組む

第2回委員会 資料４
評価項目（案）と評価の視点（案）

本委員会資料
評価項目と評価の視点

区分 評価項目（案）

整備で考慮するポ
イント

事業実現性/スケジュール

コスト

アセットマネジメント

基
本
方
針

行政サービス
の拠点

整備中の行政サービスへの影響

公共交通機関の利便性

災害時の防災
拠点

災害時の防災拠点としての機能の確保

まちづくりの
拠点

清水都心地区のまちづくり方針との整合性

将来の変化への対応力/可変性

行政サービスの拠点としてあるべき姿

まちづくりの拠点としてあるべき姿

市民の愛着、清水の歴史・文化

委員ワークショップの意見

市民委員 有識者

行政
サー
ビス

 DXを推進、これからの時代の先駆けとなる行
政のあり方を示す（コンシェルジュなど）

 現庁舎をリノベーション、余ったスペースは有
効活用（会議室や多目的スペースなど）

 DXのモデルづくり、清水発の公共イノベーショ
ンが実感できる庁舎

 アクセスしやすく、使いやすく、人と人の連携・
協働の行いやすい空間

まち
づく
り

 これまでの歴史と市民の愛着を重視する
 まちづくりへの市民参加を促進する拠点とする
（特に若者や子育て世代の参加を促進）

 地域の安全に貢献し、将来の変化にも柔軟に
対応できる庁舎計画とする

 既存資源や空間を有効活用し、多様な人々に
とって身近な拠点とする

・・・ 要素項目別にポイントを集約・整理

• 将来のまちの変化や新たな投資のタイミングへの対応

• 未来の若者たち、子供たちに配慮した庁舎計画の策定
• 市民生活向上のための新しい行政サービスにチャレンジ

• 公的施設と民間施設の融合
• みんなが使えるスペースの創出
• 公民連携や市民参加など地域活性化に貢献

• 清水で暮らす人々の思いや清水らしさの反映
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評価項目と評価の視点（整理の結果）

区分 評価項目 評価の視点

整備で考慮する
ポイント

事業実現性/スケジュール • スムーズな事業実施を図るものであるか【課題、懸念事項の有無】

コスト（イニシャル・ランニング・ライフ
サイクル）

• 市の財政負担の抑制を図るものであるか【定量評価】

アセットマネジメント • 今後の市の財政戦略（投資的経費）との整合を図るものであるか
• 公有資産（土地・建物）の有効活用を図るものであるか
• 静岡市アセットマネジメント基本方針の３つの基本方針である「総資産
量の適正化」「長寿命化の推進」「民間活力の導入」に資するものであ
るか

将来の変化への対応力/可変性 • 将来のまちの変化や新たな投資のタイミングに対応できるか

基
本
方
針

行政サービ
スの拠点

整備中の行政サービスへの影響 • 整備中の行政サービスが確保されているか

清水区内における公共交通機関の利便性 • 清水区民にとって公共交通機関からのアクセスに優れているか

行政サービスの拠点としてあるべき姿 • 未来の若者たち、子供たちに配慮した庁舎計画を策定できるか
• 市民生活向上のため、DX進展等による新しい行政サービスにチャレン
ジできるか

災害時の防
災拠点

災害時の防災拠点としての機能の確保 • 清水庁舎に求められる防災機能を確保できるか【性能基準】

まちづくり
の拠点

清水都心地区のまちづくり方針との整合性 • 清水都心地区のまちづくりに寄与する整備となっているか

まちづくりの拠点としてあるべき姿 • 公的施設と民間施設の融合を図るものであるか
• みんなが使えるスペースの創出を図るものであるか
• 公民連携や市民参加等を促し、地域活性化に貢献するものであるか

その他 市民の愛着、清水の歴史・文化 • 清水で暮らす人々の思いや清水らしさを反映した計画であるか

 整理を踏まえ、評価と視点は次のとおりとする

※第2回検討委員会における議論を反映した評価項目・視点を赤字で記載
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